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■
令
和
2
年
度
第
4
回
木
材
需

給
会
議
（
最
終
回
）

林
野
庁
は
、令
和
3
年
3
月
25
日
（
木
曜
日
）

に
「
令
和
2
年
度
第
4
回
木
材
需
給
会
議
」
を

開
催
し
、「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
令
和

3
年
第
2
四
半
期
及
び
第
3
四
半
期
）」
を
と

り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
ま
た
、
木
材
需
給
会

議
及
び
「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
」
は
今
回

を
も
っ
て
終
了
と
の
こ
と
。
単
な
る
実
績
数
値

の
羅
列
だ
け
で
な
く
、
委
員
を
務
め
ら
れ
た
専

門
家
の
詳
細
な
分
析
と
、
今
後
の
3
期
分
の
四

半
期
見
込
み
・
見
通
し
は
、
当
た
る
か
ど
う
か

は
別
に
し
て
、
業
界
関
係
者
に
と
っ
て
も
、
貴

重
な
情
報
源
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
終
了
が
惜

し
ま
れ
る
。

Ⅰ　
「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
令
和
3
年

第
2
四
半
期
及
び
第
3
四
半
期
）」
に
つ
い

て
見
通
し
の
要
点

１
．
令
和
3
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）
の

需
給
は
、
製
材
用
国
産
材
丸
太
、
合
板
用
国

産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
国
内
製
造
合
板
は

前
年
同
期
比
で
増
加
し
、
輸
入
製
材
品
、
輸

入
合
板
、
国
内
製
造
構
造
用
集
成
材
、
輸
入

構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
令
和
3
年
第
3
四
半
期
（
7
～
9
月
）
の

需
給
は
、
製
材
用
国
産
材
丸
太
、
合
板
用
国

産
材
丸
太
、
輸
入
丸
太
、
国
内
製
造
合
板
、

輸
入
合
板
、
国
内
製
造
構
造
用
集
成
材
は
前

年
同
期
比
で
増
加
し
、
輸
入
製
材
品
、
輸
入

構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
比
で
減
少
す
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ　

令
和
2
年
度
第
4
回
木
材
需
給
会
議
資
料

の
概
要
（
抄
）

1
．
一
般
経
済
の
動
向

昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
つ

つ
、
経
済
活
動
の
再
開
が
進
め
ら
れ
、
景
気
は

秋
ま
で
緩
や
か
な
持
ち
直
し
が
続
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
感
染
再
拡
大
を
受
け
て
年
末
に
か
け
て

減
速
感
強
ま
り
、
今
年
1
月
の
緊
急
事
態
宣
言

の
再
発
出
後
は
、
個
人
消
費
を
中
心
に
一
時
的

に
停
滞
す
る
懸
念
高
ま
る
。
２
０
２
０
年
10
～

12
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
2
次
速
報
）

は
前
期
比
＋
2
・
8
％
（
年
率
換
算
＋
11
・

7
％
）
と
高
い
伸
び
も
、
そ
れ
が
感
染
拡
大
や

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
出
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
1
～
3
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

は
前
期
比
△
1
・
0
％
（
年
率
換
算
△
3
・

9
％
）
と
マ
イ
ナ
ス
に
陥
る
見
込
み
。
目
先
の

景
気
拡
大
を
優
先
し
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済

活
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
景
気
を
悪
化
さ
せ

た
。
徹
底
的
に
需
要
を
抑
え
込
ん
だ
前
回
の
緊

急
事
態
宣
言
時
と
比
べ
景
気
の
落
ち
込
み
は
緩

や
か
に
と
ど
ま
る
見
込
み
、
緊
急
事
態
宣
言
の

解
除
が
部
分
的
に
可
能
に
な
る
な
ど
、
足
元
で

感
染
の
勢
い
は
鈍
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
感
染

を
抑
制
で
き
れ
ば
、
春
先
の
イ
ベ
ン
ト
需
要
を

取
り
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
景
気
が
二
番

底
に
陥
る
事
態
は
回
避
で
き
る
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
む
こ
と
で
世
の
中
の
ム
ー
ド
が
好
転
す

る
こ
と
も
プ
ラ
ス
材
料
。
今
後
、
緊
急
事
態
宣

言
の
解
除
や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
再
開

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
再
び
感
染
者
が
増

加
し
、
景
気
低
迷
が
続
く
リ
ス
ク
。
昨
年
の
失

敗
の
教
訓
を
活
か
し
、
感
染
拡
大
防
止
と
経
済

活
動
再
開
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
せ
る
か
が
、

今
後
の
景
気
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
。
２
０
２
１

年
度
は
、
感
染
拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
制

約
が
徐
々
に
薄
ら
ぎ
、
5
Ｇ
の
本
格
的
普
及
が

進
む
こ
と
、
世
界
経
済
の
回
復
が
続
く
こ
と
な

ど
を
背
景
に
、
景
気
の
持
ち
直
し
は
維
持
さ
れ

る
。
年
度
で
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
２
０

２
０
年
度
の
前
年
比
△
4
・
8
％
に
対
し
同
＋

3
・
7
％
と
、
プ
ラ
ス
成
長
復
帰
と
予
測
。
感

染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
経
済
活
動
再
開
の
ペ
ー

ス
は
緩
や
か
と
な
る
が
、
プ
ラ
ス
基
調
維
持
さ

れ
、
年
度
末
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前
の
水
準

（
２
０
１
９
年
10
～
12
月
期
）
を
回
復
す
る
と

見
込
む
。
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
は
、
大
会
規
模
や

観
客
数
は
縮
小
余
儀
な
く
さ
れ
る
見
込
み
、
イ

ベ
ン
ト
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
。

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥ ,％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太
輸入
丸太

輸入
製材品

合板 構造用集成材

製材用 合板用 国内
製造 輸入 国内

製造 輸入

29年計 12,362 3,866 3,267 6,464 3,210 2,904 1,565 868
実績 （100）（104）（91）（100）（105）（105）（110）（113）
30年計 12,694 4,476 3,221 6,138 3,217 2,923 1,815 813
実績 （103）（116）（99） （95）（100）（101）（116） （94）

令和元年計 13,108 4,839 3,026 5,795 3,324 2,535 1,915 839
実績 （103）（108）（94） （94）（103） （87）（106）（103）
2 年 3,222 1,217 649 1,261 801 633 460 212

第 1 四半期実績 （96）（103）（79） （92）（101） （93）（103）（108）
2 年 2,861 1,027 555 1,461 696 616 465 256

第 2 四半期実績 （85） （82）（67） （93） （85）（100） （98）（122）
2 年 2,411 923 510 1,235 687 455 405 240

第 3 四半期実績 （79） （78）（78） （82） （82） （77） （83）（110）
2 年 2,886 1,160 512 1,029 808 512 430 184

第 4 四半期実績 （87） （96）（72） （76） （93） （79） （85） （86）

2 年計
11,380 4,327 2,226 4,986 2,992 2,216 1,760 892
（87） （89）（74） （86） （90） （87） （92）（106）

3 年 3,000 1,200 615 1,099 785 532 435 205
第 1 四半期見込み （93） （99）（95） （87） （98） （84） （95） （97）

3 年 3,100 1,150 624 1,167 780 509 450 210
第 2 四半期見通し （108）（112）（112） （80）（112） （83） （97） （82）

3 年 3,100 1,150 635 1,172 800 534 465 180
第 3 四半期見通し （129）（125）（125） （95）（116）（117）（115） （75）

資料：「主要木材の需給見通し」

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com
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２
０
２
２
年
度
も
景
気
回
復
続
き
、
年
度
で
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
＋
1
・
2
％
と

潜
在
成
長
率
を
上
回
る
伸
び
が
維
持
さ
れ
る
。

景
気
の
持
ち
直
し
と
と
も
に
労
働
需
給
が
徐
々

に
タ
イ
ト
化
し
て
く
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
の
下
で
、
自
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
や

業
務
の
リ
モ
ー
ト
化
を
は
じ
め
各
種
の
試
み
が

急
速
に
浸
透
し
た
結
果
、
通
信
環
境
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
Ａ
Ｉ
な
ど
新
技
術
の
普
及
、
働

き
方
改
革
の
推
進
と
も
相
ま
っ
て
、
労
働
力
人

口
の
増
加
、
余
暇
の
創
出
、
副
業
・
兼
業
の
広

が
り
な
ど
に
つ
な
が
り
、
労
働
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、潜
在
成
長
力
の
底
上
げ
を
促
す
と
期
待
。

2
．
住
宅
着
工
見
通
し

住
宅
着
工
戸
数
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
強

ま
っ
た
２
０
２
０
年
4
月
以
降
、
全
体
で
は
年

率
80
万
戸
前
後
で
推
移
。
持
家
は
２
０
２
０
年

4
月
の
コ
ロ
ナ
対
応
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
、
営
業
自
粛
や
住
宅
展
示
場
へ
の
来
店
者
数

の
減
少
等
に
よ
り
受
注
が
減
少
し
、
住
宅
着
工

戸
数
に
も
影
響
し
、
２
０
２
０
年
6
月
以
降
、

緩
や
か
に
増
加
。
２
０
２
０
年
4
月
か
ら
11
月

の
住
宅
着
工
戸
数
累
計
は
、
全
体
で
２
０
１
９

年
同
時
期
比
△
9
・
4
％
の
マ
イ
ナ
ス
。持
家
、

貸
家
、
分
譲
一
戸
建
で
減
少
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
で
僅
か
に
減
少
も
、
持
家
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が

縮
小
。
２
０
２
０
年
10
―

12
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
1

次
速
報
に
基
づ
く
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
予
測
に

よ
れ
ば
、２
０
２
０
年
度
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、

80
・
4
万
戸
、
２
０
２
１
年
度
は
平
均
80
・
8

万
戸
、
２
０
２
２
年
度
は
82
・
9
万
戸
で
、
着

工
の
回
復
は
緩
や
か
と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
動
向

２
０
２
０
年
度
第
3
四
半
期
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
の
燃
料
調
達
量
は
、
対
前
年
同
期
比

3
％
減
。
前
期
比
全
体
の
調
達
量
は
14
％
減
、

未
利
用
木
質
区
分
は
26
％
減
。
前
々
期
、
前
期

に
お
い
て
、
製
材
用
材
等
に
入
荷
制
限
に
伴
う

需
要
減
が
発
生
す
る
中
、
燃
料
材
が
受
け
皿
と

な
り
、
調
達
量
が
大
幅
に
増
加
も
、
製
材
用
材

等
需
要
が
回
復
し
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
た
と

想
定
。
一
般
木
質
区
分
は
前
期
落
ち
込
ん
だ
海

外
チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
が
回
復
。
２
０
２
０
年

度
第
1
～
3
四
半
期
を
通
じ
た
燃
料
調
達
量
の

内
訳
は
、未
利
用
木
質
の
ほ
と
ん
ど
は
針
葉
樹
、

一
般
木
質
及
び
農
産
物
残
渣
は
、
海
外
ペ
レ
ッ

ト
・
チ
ッ
プ
や
Ｐ
Ｋ
Ｓ
の
比
率
高
い
。
燃
料
材

価
格
の
推
移
は
未
利
用
木
質
の
針
葉
樹
チ
ッ
プ

価
格
及
び
一
般
木
質
の
針
葉
樹
チ
ッ
プ
価
格
は

横
ば
い
。
こ
れ
ら
の
価
格
推
移
に
は
地
域
差
が

あ
り
、
四
半
期
ご
と
の
増
減
は
短
期
的
な
動
き

に
と
ど
ま
る
可
能
性
に
留
意
。
未
利
用
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
導
入
容
量
は
増
加
し
、
容

量
ベ
ー
ス
で
導
入
済
み
は
約
76
％
。
今
後
も
稼

働
を
開
始
す
る
発
電
所
が
控
え
て
お
り
、
燃
料

材
の
需
要
は
海
外
燃
料
を
中
心
に
拡
大
す
る
と

想
定
。

4
．
木
材
輸
出
の
動
向

２
０
２
０
年
の
輸
出
数
量
は
丸
太
は
１
３
８

万
4
千
㎥
で
前
年
比
22
・
5
％
増
、
製
材
は
17

万
5
千
㎥
で
16
・
8
％
増
、
合
板
は
10
万
7
千

㎥
で
7
・
8
％
減
。
輸
出
総
額
は
、
３
５
７
億

円
、
前
年
比
3
・
2
％
増
。
国
別
は
、
中
国
が

１
７
０
億
円
（
7
・
0
％
増
）
で
輸
出
総
額
の

47
・
7
％
を
占
め
、
第
2
位
フ
ィ
リ
ピ
ン
65
億

円
（
12
・
7
％
減
）、
第
3
位
米
国
38
億
円

（
40
・
9
％
増
）、
第
4
位
韓
国
30
億
円
（
3
・

2
％
増
）
で
、
米
国
が
第
3
位
に
な
っ
た
。
２

０
２
１
年
1
月
の
輸
出
数
量
は
、
前
年
同
月
比

丸
太
38
・
7
％
、
製
品
等
60
・
6
％
、
合
板

11
・
6
％
の
増
と
好
調
。
中
国
は
コ
ロ
ナ
等
の

影
響
に
よ
り
昨
年
前
半
の
輸
出
量
減
少
が
大

体
制
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
定
等
に
つ
い
て
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ

る
。

6
．
国
産
材
丸
太
（
合
板
用
）
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
4
四
半
期
実
績
は
第
1
～
3

四
半
期
の
間
、
各
メ
ー
カ
ー
が
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
1
～
3
割
減
産
し
需
給
調
整
を
行
っ
た

が
、
秋
口
以
降
の
需
要
増
加
に
よ
り
減
産
緩
和

し
、
前
期
比
大
幅
増
、
前
年
同
期
比
減
も
、
平

年
ベ
ー
ス
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
２
０
２
１
年
第

1
四
半
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
緩
和
さ
れ
つ
つ

あ
る
中
、在
庫
減
少
す
る
一
方
で
受
注
上
向
き
、

メ
ー
カ
ー
の
減
産
体
制
も
緩
和
、
前
期
比
増
、

前
年
同
期
比
微
減
見
込
み
。
第
2
四
半
期
以
降

は
前
期
と
同
様
の
要
因
で
上
向
き
傾
向
、
前
期

比
並
、
前
年
同
期
比
増
加
の
見
通
し
、
輸
入
合

板
の
減
少
傾
向
、
違
法
伐
採
対
策
等
の
環
境
問

題
の
影
響
拡
大
、
需
要
側
の
南
洋
材
離
れ
の
傾

向
続
き
、
国
産
合
板
に
と
り
上
向
き
傾
向
が
続

く
と
見
込
む
。

7
．
米
材
、
欧
州
材
、
北
洋
材
、
輸
入
集
成
材

の
供
給
動
向

（
1
）
米
材
製
材
品
の
供
給　

２
０
２
０
年
第

4
四
半
期
実
績
は
日
本
及
び
米
国
の
木
材
需
要

増
加
も
、
収
益
性
の
高
い
北
米
内
供
給
が
優
先

さ
れ
、
日
本
向
け
供
給
量
減
少
、
前
期
比
増
も

前
年
同
期
比
減
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は

国
内
過
小
在
庫
に
よ
り
需
要
高
ま
る
一
方
、
米

マ
ツ
で
は
昨
年
末
で
日
本
向
け
の
大
手
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
1
社
が
収
益
低
下
に
よ
り
日
本
向
け
か

ら
撤
退
し
、
米
ツ
ガ
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
等
の
他
商
品
に

つ
い
て
も
収
益
性
の
高
い
北
米
市
場
を
優
先

し
、
日
本
向
け
オ
フ
ァ
ー
は
減
少
見
込
み
、
前

期
比
、
前
年
同
期
比
と
も
減
の
見
込
み
。
第
2

四
半
期
は
更
な
る
在
庫
量
低
下
に
よ
り
国
内
需

要
が
増
加
し
価
格
も
大
幅
に
上
昇
と
見
込
む

も
、
6
月
以
降
、
２
０
１
９
年
を
大
幅
に
上
回

る
ペ
ー
ス
で
輸
出
量
が
増
加
。
米
国
は
住
宅
着

工
が
高
水
準
で
継
続
し
、
日
本
か
ら
の
ス
ギ

フ
ェ
ン
ス
材
の
輸
出
も
好
調
に
推
移
。

5
．
国
産
材
丸
太
（
製
材
用
）
の
需
要
動
向

２
０
２
０
年
第
4
四
半
期
実
績
は
米
材
中
心

に
輸
入
製
品
の
品
薄
や
価
格
上
昇
等
の
影
響
あ

る
中
、
国
産
材
製
材
は
堅
調
推
移
、
原
木
供
給

は
昨
年
度
初
め
か
ら
の
中
国
向
輸
出
停
止
、
合

板
工
場
等
受
け
入
れ
制
限
等
に
よ
る
荷
余
り
感

か
ら
全
体
的
に
需
要
減
少
、
中
国
向
輸
出
再
開

や
7
月
の
九
州
豪
雨
等
に
よ
り
一
転
、
原
木
不

足
が
本
格
化
し
、
前
期
比
大
幅
増
も
、
前
年
同

期
比
減
。
原
木
価
格
上
昇
と
製
品
価
格
へ
の
反

映
に
時
間
差
が
あ
り
、
価
格
転
嫁
が
十
分
に
で

き
な
い
状
況
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
の
原

木
供
給
は
増
産
傾
向
に
あ
り
、
不
足
感
は
解
消

に
向
か
う
見
込
み
。
輸
入
材
の
入
荷
減
、
価
格

上
昇
に
よ
る
国
産
材
へ
の
転
換
の
動
き
は
当
面

続
く
と
予
想
、
前
期
比
増
の
見
込
み
。
前
年
同

期
比
減
も
、減
少
の
幅
は
小
さ
く
な
る
見
込
み
。

例
年
季
節
的
に
需
要
が
高
ま
る
時
期
も
、
今
後

の
需
要
側
の
２
０
２
０
年
決
算
の
動
向
を
見
据

え
、新
規
受
注
の
見
通
し
に
つ
い
て
注
視
必
要
。

第
2
四
半
期
以
降
、
引
き
続
き
外
材
供
給
タ
イ

ト
で
あ
れ
ば
、
国
産
材
供
給
量
に
影
響
を
受
け

る
と
考
え
ら
れ
、
外
材
か
ら
の
代
替
に
よ
る
需

要
増
見
込
む
も
、
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
需
要
減
に
相
殺
さ
れ
、
前
期
比
並
と
し
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
前
年
同
期
比

増
と
な
る
見
通
し
。
旺
盛
な
米
国
の
住
宅
需
要

等
に
よ
る
米
材
等
の
輸
入
減
や
価
格
上
昇
は
国

産
材
需
要
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
、
横
架

材
、
2
×
4
ラ
ン
バ
ー
等
に
つ
い
て
、
国
産
材

へ
の
転
換
の
動
き
も
見
え
て
き
た
が
、
今
後
、

本
格
的
に
代
替
が
進
む
に
は
、
安
定
的
な
生
産
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比
増
も
、
前
年
同
期
比
減
の
見
込
み
。
第
2
四

半
期
は
中
国
等
に
お
け
る
木
材
需
要
の
増
加
を

背
景
に
価
格
上
昇
し
、
日
本
向
け
も
需
要
増
に

よ
り
価
格
高
騰
も
、
他
国
と
比
べ
競
争
力
に
欠

け
、
入
港
量
は
大
き
く
増
加
せ
ず
、
前
年
同
期

比
減
、
前
年
同
期
は
入
港
量
高
い
水
準
で
推
移

し
、
在
庫
過
多
に
な
り
需
要
減
の
原
因
と
な
っ

た
が
、
今
年
は
入
荷
量
減
少
す
る
見
通
し
、
第

3
四
半
期
は
日
本
市
場
で
は
過
小
在
庫
に
よ
り

需
要
高
ま
り
、
中
国
等
他
国
か
ら
の
需
要
も
高

く
、
総
需
要
は
増
加
見
通
し
、
一
方
で
現
地
で

は
丸
太
の
出
材
が
季
節
的
要
因
で
減
少
す
る
時

期
で
、日
本
向
け
供
給
量
は
大
き
く
増
え
な
い
。

需
要
に
見
合
う
入
荷
は
期
待
で
き
な
い
が
、
相

場
下
落
の
局
面
で
入
港
量
が
激
減
し
た
前
年
同

期
と
比
べ
れ
ば
増
加
見
通
し
。

（
4
）
輸
入
構
造
用
集
成
材
の
供
給　

２
０
２

０
年
第
4
四
半
期
実
績
は
昨
年
夏
の
国
内
在
庫

過
多
に
伴
う
発
注
調
整
の
影
響
に
よ
り
、
前
期

比
、
前
年
同
期
比
と
も
減
。
２
０
２
１
年
第
1

四
半
期
は
現
地
工
場
の
多
く
が
日
本
向
け
専
用

ラ
イ
ン
で
の
生
産
で
他
国
の
市
況
の
影
響
を
受

け
に
く
く
、
日
本
の
需
要
増
加
に
合
わ
せ
た
入

荷
量
と
な
り
、
前
期
比
増
も
、
前
年
同
期
比
減

少
見
込
み
。
第
2
四
半
期
は
当
期
入
港
分
の
需

要
は
前
期
と
横
ば
い
、
供
給
も
そ
れ
に
見
合
う

量
を
予
想
、
昨
年
は
秋
口
の
需
要
増
を
見
越
し

た
発
注
増
か
ら
入
荷
量
が
増
え
て
い
た
た
め
前

年
同
期
比
減
、
第
3
四
半
期
の
国
内
需
要
は
増

加
傾
向
と
な
る
一
方
、
日
本
向
け
価
格
が
他
国

向
け
価
格
と
の
競
争
力
低
下
に
よ
り
、
日
本
向

け
専
用
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
生
産
数
量
調
整
進

み
、
供
給
は
減
少
と
予
想
、
前
期
比
、
前
年
同

期
比
と
も
減
の
見
通
し
。
昨
年
は
Ｒ
Ｗ
集
成
梁

の
入
荷
多
か
っ
た
が
、
他
国
向
け
の
Ｒ
Ｗ
の
需

要
高
ま
り
、
特
に
集
成
梁
の
入
荷
減
少
す
る
見

も
、
収
益
性
の
高
い
北
米
向
け
を
優
先
す
る
供

給
避
け
ら
れ
ず
、
需
要
に
見
合
っ
た
供
給
は
見

込
め
な
い
と
予
想
、
前
年
同
期
比
で
減
、
第
3

四
半
期
は
前
期
同
様
の
要
因
に
よ
り
、
需
要
に

見
合
う
入
港
見
込
め
な
い
、
前
年
第
2
四
半
期

の
入
港
量
が
集
中
し
た
反
動
に
伴
い
入
港
量
が

大
き
く
減
少
し
た
前
年
同
期
と
比
べ
れ
ば
増
加

見
通
し
。

（
2
）
欧
州
材
製
材
品
の
供
給　

２
０
２
０
年

第
4
四
半
期
実
績
は
ラ
ミ
ナ
等
で
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
需
要
低
迷
の
影
響
、
羽
柄
材
等
完

成
品
で
は
前
年
夏
の
在
庫
過
多
に
よ
る
発
注
量

の
調
整
に
よ
り
、
入
荷
量
減
、
前
期
比
、
前
年

同
期
比
と
も
減
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
の

国
内
需
要
は
前
期
に
比
べ
増
も
、
価
格
競
争
力

が
劣
る
日
本
向
け
製
品
の
供
給
の
確
保
が
で
き

ず
、
前
期
比
増
も
、
前
年
同
期
比
減
の
見
込
み
。

第
2
四
半
期
は
北
米
に
加
え
中
国
も
欧
州
製
材

品
購
入
増
加
さ
せ
、
総
需
要
増
加
と
予
想
、
日

本
向
け
製
材
品
の
価
格
競
争
力
の
低
さ
か
ら
、

日
本
向
け
オ
フ
ァ
ー
数
量
が
増
え
る
と
は
考
え

に
く
く
、
前
期
程
度
の
水
準
で
横
ば
い
と
予
想

し
、
前
年
同
期
比
減
、
第
3
四
半
期
は
国
内
で

供
給
減
に
よ
る
在
庫
の
タ
イ
ト
感
か
ら
引
き
続

き
需
要
多
い
も
の
の
、
北
米
、
中
国
等
の
需
要

も
引
き
続
き
旺
盛
で
あ
る
と
予
想
、
現
地
の
夏

休
み
に
よ
る
生
産
減
少
の
影
響
も
あ
り
、
日
本

向
け
供
給
は
増
え
ず
、
低
水
準
で
推
移
し
前
期

比
微
減
、
前
年
同
期
比
減
と
見
通
す
。

（
3
）
北
洋
材
製
材
品
の
供
給　

２
０
２
０
年

第
4
四
半
期
実
績
は
前
年
夏
の
在
庫
過
多
に
よ

る
仕
入
れ
調
整
で
入
荷
量
は
か
な
り
低
水
準
、

前
期
比
、
前
年
同
期
比
と
も
減
。
２
０
２
１
年

第
1
四
半
期
は
原
木
出
材
増
に
よ
り
生
産
量
自

体
は
増
え
る
も
、
中
国
の
需
要
増
の
影
響
に
よ

り
日
本
向
け
の
オ
フ
ァ
ー
は
増
加
せ
ず
、
前
期

通
し
。

8
．
南
洋
材
製
材
品
の
需
要

２
０
２
０
年
第
4
四
半
期
実
績
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
商
業
施
設
の
新
規
出
店
・
改
修
案

件
激
減
し
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
も
中
止
が
相
次
ぐ

な
ど
荷
動
き
は
低
調
、
前
期
比
微
増
も
前
年
同

期
比
減
。
２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
の
影
響
の
下
、
需
要
環
境
に
変
化
見

ら
れ
ず
、
前
期
比
並
低
位
で
推
移
す
る
も
、
前

年
同
期
比
増
の
見
込
み
。
第
2
四
半
期
は
新
年

度
に
入
り
需
要
を
期
待
で
き
る
時
期
も
、
各
企

業
に
お
い
て
流
通
在
庫
を
減
ら
す
と
予
想
、
前

期
比
微
増
も
、
前
年
同
期
比
減
、
第
3
四
半
期

は
首
都
圏
を
中
心
に
非
住
宅
な
ど
遅
れ
て
い
た

物
件
が
徐
々
に
動
き
出
し
、
需
要
が
回
復
傾
向

に
向
か
う
と
予
想
、前
年
同
期
比
増
と
見
通
す
。

9
．
国
産
、
輸
入
合
板
の
需
要
動
向

（
1
）
国
内
製
造
合
板
の
需
要　

２
０
２
０
年

第
4
四
半
期
実
績
は
12
月
は
価
格
値
戻
浸
透
、

仮
需
含
む
流
通
側
在
庫
等
手
当
増
加
し
発
注
に

対
し
出
荷
待
ち
が
発
生
、
生
産
に
対
し
需
要
が

大
き
く
製
造
在
庫
は
大
幅
減
、前
期
比
大
幅
増
、

前
年
同
期
比
減
少
も
マ
イ
ナ
ス
幅
減
少
傾
向
。

２
０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
12
月
に
底
値
が

出
、
実
需
裏
付
け
の
プ
レ
カ
ッ
ト
と
流
通
の
在

庫
手
当
が
活
発
と
な
る
も
供
給
側
は
雇
用
調
整

助
成
金
が
あ
り
、無
理
な
増
産
は
見
込
め
な
い
。

西
日
本
の
納
期
遅
延
は
続
き
、
特
に
一
部
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
の
住
宅
会
社
向
け
加
工
分
等
は
満

足
す
る
仕
入
れ
に
至
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
前
年
同
期
比
並
の
見
通
し
。
第
2
四
半
期

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に
進
む
な
ど
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
緩
和
に
向
か
う
と
仮

定
し
、
今
年
度
の
住
宅
着
工
数
を
81
万
戸
水
準

と
予
想
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
前
年
同
期
比
で
は
増
、
第
3
四
半
期
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
が
緩
和
に
向
か
い
、
供
給
側
の
生

産
増
え
、
オ
リ
・
パ
ラ
後
の
建
築
需
要
の
回
復

が
期
待
さ
れ
る
、
一
方
で
労
働
者
不
足
、
木
材

供
給
不
足
、
原
材
料
の
コ
ス
ト
上
昇
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
も
顕
在
化
し
、
こ
れ
ら
要
因
を
差
し
引

い
て
も
上
向
き
傾
向
と
予
想
、
前
期
比
、
前
年

同
期
比
と
も
増
加
見
通
し
。

（
2
）
輸
入
合
板
の
需
要　

２
０
２
０
年
第
4

四
半
期
実
績
は
前
期
の
大
幅
な
供
給
減
に
よ
る

港
頭
在
庫
の
減
少
で
品
不
足
ア
イ
テ
ム
が
増
加

し
、
流
通
側
在
庫
等
の
手
当
中
心
に
回
復
し
た

結
果
、
輸
入
量
を
上
回
る
需
要
（
出
荷
）
と
な

り
、
前
期
比
増
も
、
前
年
同
期
比
大
幅
減
。
２

０
２
１
年
第
1
四
半
期
は
現
地
で
コ
ロ
ナ
防
疫

対
応
の
た
め
の
移
動
制
限
に
よ
る
生
産
労
働
者

不
足
、
世
界
的
な
コ
ン
テ
ナ
不
足
及
び
海
上
運

賃
上
昇
に
よ
り
、
オ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
も
順
調

な
入
荷
に
な
ら
な
ら
な
い
状
況
続
き
、
需
要
も

供
給
見
合
い
の
水
準
、
前
期
比
微
増
、
前
年
同

期
比
減
と
見
込
む
。
第
2
四
半
期
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
緩
和
に
向
か
う
と
仮
定
し
、
今
年
度
の

住
宅
着
工
数
を
81
万
戸
水
準
と
予
想
も
、
昨
年

か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
1
年
間
に
お
け
る
調
達
の
不

安
定
感
か
ら
代
替
品
へ
移
行
す
る
動
き
も
考
慮

し
、
一
段
と
低
い
水
準
に
な
る
と
予
想
、
前
年

同
期
比
減
、
第
3
四
半
期
は
輸
入
事
業
者
が
現

地
の
供
給
体
制
の
不
確
実
性
か
ら
確
信
の
持
て

る
仕
入
れ
手
当
で
き
ず
、
先
物
買
い
の
決
断
に

苦
慮
し
て
い
る
状
況
、
需
要
も
同
様
に
先
物
引

合
い
は
目
立
た
ず
横
ば
い
の
水
準
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
現
地
の
供
給
体
制
崩
れ
、
供
給
・

需
給
と
も
大
幅
に
減
少
し
た
前
年
同
期
比
で
は

増
と
な
る
見
通
し
。

10
．
国
内
製
造
合
板
の
供
給

２
０
２
０
年
第
4
四
半
期
実
績
は
第
1
～
3

四
半
期
の
間
、
各
メ
ー
カ
ー
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
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高
騰
、為
替
円
安
、コ
ン
テ
ナ
不
足
及
び
米
国
・

中
国
の
需
要
増
と
日
本
の
買
負
等
に
よ
り
、
ほ

ぼ
全
て
の
輸
入
材
供
給
の
ひ
っ
迫
・
タ
イ
ト
化

と
い
う
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
状
況
を
受
け

て
急
遽
開
催
さ
れ
た
も
の
。
出
席
者
は
、林
業
、

木
材
及
び
住
宅
ま
で
広
範
な
分
野
の
団
体
の
代

表
。
概
要
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

・
今
般
の
輸
入
材
製
品
の
価
格
急
騰
と
供
給
不

足
に
伴
う
国
産
材
製
品
の
代
替
需
要
の
高
ま

り
に
つ
い
て
、
関
係
者
か
ら
現
状
と
見
通
し

に
関
す
る
情
報
が
共
有
さ
れ
た
。

・
当
面
は
現
在
の
状
況
が
続
く
と
の
見
方
が
強

い
中
、
輸
入
材
の
供
給
リ
ス
ク
に
鑑
み
国
産

材
へ
の
シ
フ
ト
を
目
指
し
て
い
く
に
は
、
引

き
続
き
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が
現

状
把
握
と
情
報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
業
界
一
体
と
な
っ
た
対

応
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

な
お
、
議
事
次
第
及
び
配
付
資
料
：
林
野
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
掲
載

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
m
okusan/ryutsu/kyougikai.htm

l

■
令
和
2
年
度
全
市
連
会
長
賞

受
賞
者
決
ま
る

令
和
2
年
度
の
会
長
賞
受
賞
者
は
、
全
市
連

表
彰
委
員
会
に
お
い
て
、
審
査
。
決
定
さ
れ
受

賞
者
は
、
以
下
の
と
お
り
。

1　

市
場
関
係
（
33
名
）「
関
東
北
」
大
井
川

大
輔
（（
株
）
平
木
材
市
場
）、福
田
義
信
（
同
）、

佐
藤
重
明（（
株
）ミ
ト
モ
ク
）、越
雲
真
利（（
株
）

金
平
）、今
井
貴
之
（
千
葉
県
木
材
市
場
（
協
））、

「
関
東
」
柳
田
昌
（
柳
田
木
材
（
株
））、
遠
藤

勝
政
（
東
京
中
央
木
材
市
場
（
株
））、
葛
西
守

文
（
同
）、
後
藤
靖
子
（
ナ
イ
ス
（
株
）　

横
浜

市
場
）、
細
井
浩
明
（
同　

小
牧
市
場
）、
皆
木

和
子
（
同
）、
渡
辺
修
一
（
同　

岡
山
市
場
）、

笹
山
欣
吾
（
同　

福
岡
市
場
）、「
東
海
」
谷
岡

正
教
（
西
垣
林
業
（
株
））、「
四
国
」
今
川
孝

子
（（
株
）
ゲ
ン
ボ
ク
）、
平
岡
純
一
（（
株
）

久
万
木
材
市
場
）、「
九
州
」
植
山
龍
太
（（
株
）

伊
万
里
木
材
市
場
）、
前
田
裕
介
（
同
）、
村
上

直
樹
（（
株
）
長
崎
県
北
木
材
市
場
）、
秋
吉
睦

夫
（
熊
本
木
材
（
株
））、
梅
田
恭
央
（
同
）、

江
崎
泰
生（
同　

八
代
支
店
）、武
田
一
也（
同
）、

溝
辺
幸
則
（
同　

上
球
磨
支
店
）
吉
田
義
栄

（
同
）、
吉
富
幸
人
（
同　

九
木
セ
ン
タ
ー
）、

渡
邊
照
司（
同
）、大
弓
洋
司（
肥
後
木
材（
株
））、

大
瀬
隆
一（
同　

人
吉
支
店
）、後
藤
浩
二（（
株
）

日
田
中
央
木
材
市
場
）、
中
島
博
（
同
）、
百
田

洋
次
（
同
）、
吉
田
由
里
子
（
同
）

2　

問
屋
関
係
（
2
名
）
勝
矢
吉
雄
（
材
惣
木

材
（
株
））、
柴
田
将
喜
（（
株
）
フ
ジ
モ
ク
）

■
林
野
庁
春
の
人
事
異
動
（
2
）

・（
農
林
水
産
政
策
研
究
所
長
）
←
浅
川
京
子

（
庁
次
長
）
←
織
田
央
（
庁
国
有
林
野
部
長
）

←
橘
政
行
（
庁
計
画
課
長
）
←
関
口
高
士
（
庁

経
企
課
長
）・（
道
局
次
長
）←
川
脇
多
久
男（
道

局
総
企
部
長
）
←
吉
永
俊
郎
（
保
険
セ
ン
タ
ー

審
議
役
）・（
庁
森
林
集
積
推
進
室
長
）
←
川
村

竜
哉
（
高
知
県
部
長
）・（
近
中
局
次
長
）
←
中

村
道
人
（
整
備
セ
ン
タ
ー
関
東
整
備
局
長
）・

（
庁
監
査
室
長
）
←
斎
藤
哲
（
庁
国
有
林
野
総

合
利
用
推
進
室
長
）
←
井
口
真
輝
（
九
州
局
計

画
保
全
部
長
）
←
山
根
則
彦
（
庁
保
護
対
策
室

長
）
←
増
田
義
昭
（
山
梨
県
技
監
）・（
近
中
局

総
企
部
長
）
←
川
上
伸
一
（
徳
島
署
長
）・（
中

部
局
総
企
部
長
）
←
廣
田
祐
一
（
庁
管
理
官
）・

（
九
州
局
総
企
部
長
）←
岩
井
広
樹（
庁
管
理
官
）

奈
良
県
吉
野
は
、
国
内
有
数
の
古

く
か
ら
の
林
業
地
で
三
大
美
林
の
一

つ
。
密
植
と
集
約
的
施
業
で
、通
直
、

目
詰
ま
り
、
節
の
少
な
い
優
良
材
生

産
で
有
名
。
吉
野
地
域
の
林
業
経
営

に
は
、
昔
か
ら
京
・
大
阪
の
資
本
が

入
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
江
戸
時

代
に
、
吉
野
の
林
業
経
営
に
京
・
大
阪
等
の
資

本
が
投
入
さ
れ
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
江

戸
時
代
、当
時
も
大
消
費
地
で
あ
っ
た
江
戸（
四

斗
樽
で
年
間
百
万
樽
程
度
の
酒
消
費
量
）
に
、

酒
作
り
の
先
進
地
関
西
方
面
か
ら
樽
に
入
っ
た

酒
が
、
樽
廻
船
等
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
（
上
方

か
ら
の
下
り
も
の
は
結
構
で
、
下
ら
な
い
も
の

は
宜
し
く
な
い
と
言
わ
れ
た
）。
そ
の
樽
製
造

の
た
め
の
ス
ギ
材
、
樽
丸
は
、
防
漏
の
た
め
板

材
の
巾
方
向
に
白
線
帯
と
い
う
心
材
と
辺
材
の

境
の
部
分
が
通
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

歩
留
ま
り
が
悪
か
っ
た
（
お
お
よ
そ
1
割
程

度
？
）こ
と
も
あ
っ
て
原
木
需
要
量
は
膨
大
で
、

そ
の
原
料
材
確
保
の
為
に
、
京
阪
神
の
酒
製
造

業
者
等
が
吉
野
周
辺
で
の
林
業
経
営
に
乗
り
出

し
た
そ
う
だ
。
樽
丸
適
材
、
通
直
で
、
目
が
詰

ま
り
、
節
の
少
な
い
丸
太
を
目
的
と
し
て
育
林

体
系
が
整
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。時
代
は
移
り
、

日
本
酒
の
容
器
も
、
樽
か
ら
瓶
に
変
わ
り
、
樽

丸
の
需
要
も
激
減
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
樽

丸
用
材
に
替
わ
り
、
樽
丸
適
材
の
特
性
を
活
か

し
、「
現
し
」
の
真
壁
軸
組
建
築
の
柱
適
材
等

と
し
て
、
構
造
材
と
し
て
の
強
度
と
そ
の
材
面

の
端
正
な
美
し
さ
に
よ
っ
て
高
い
評
価
を
得
る

こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
人
の
好
き
な
用
の
美
の

事
例
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
か
。
吉
野
の
美
林
は

日
本
酒
の
生
産
・
流
通
の
拡
大
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
と
い
っ
て
過
言
で
な
く
、
日
本
酒
の
効

用
は
思
い
の
外
、
大
き
い
よ
う
だ
。

雑 記 帳

に
よ
り
1
～
3
割
減
産
し
需
給
調
整
を
行
い
、

秋
口
以
降
の
需
要
増
加
に
よ
っ
て
減
産
を
緩
和

し
、
前
期
比
大
幅
増
、
前
年
同
期
比
減
も
平
年

ベ
ー
ス
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
２
０
２
１
年
第
1

四
半
期
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
、
在
庫
減
少
す
る
一
方
受
注
が
上
向
き
、

メ
ー
カ
ー
の
減
産
体
制
も
緩
和
、
前
年
同
期
比

微
減
の
見
込
み
。
第
2
四
半
期
は
前
期
同
様
要

因
に
加
え
、
Ｇ
Ｗ
の
各
メ
ー
カ
ー
の
休
業
に
よ

る
影
響
見
込
ま
れ
、
横
ば
い
推
移
、
前
年
同
期

比
増
、
第
3
四
半
期
は
前
々
期
と
同
様
要
因
に

加
え
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
脱
し
平
年
並
み
の
供

給
と
予
想
し
、
前
年
同
期
比
増
の
見
通
し
。

11
．
国
内
製
造
構
造
用
集
成
材
の
供
給
動
向

２
０
２
０
年
第
4
四
半
期
実
績
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
る
住
宅
の
着
工
減
等
の
影
響
続
く

中
、
前
期
比
微
増
も
、
消
費
税
増
税
の
駆
込
需

要
が
あ
っ
た
前
年
同
期
比
大
幅
減
。
２
０
２
１

年
第
1
四
半
期
は
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

続
き
、
前
期
比
微
増
も
、
前
年
同
期
比
減
の
見

込
み
。
第
2
四
半
期
は
米
国
に
お
け
る
需
給
逼

迫
の
あ
お
り
等
を
受
け
、
欧
州
産
ラ
ミ
ナ
が
値

上
が
り
し
、
国
産
製
品
価
格
も
当
面
強
含
み
で

進
行
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ
る
も
、
比
較
的

旺
盛
な
住
宅
需
要
に
よ
り
生
産
量
増
加
傾
向
で

推
移
、
前
期
よ
り
増
加
し
前
年
同
期
比
微
減
、

第
3
四
半
期
は
前
期
と
同
様
要
因
に
よ
り
前
期

よ
り
増
加
し
前
年
同
期
比
15
％
程
度
増
の
見
通

し
。■

国
産
材
中
央
需
給
情
報
連
絡

協
議
会
臨
時
情
報
交
換
会

林
野
庁
は
、
令
和
3
年
4
月
14
日
、
中
央
需

給
情
報
連
絡
協
議
会
臨
時
情
報
交
換
会
を
開
催

し
た
。

今
回
の
会
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
フ
レ
ー
ト


